
総
会

常
通令

和
７
年
度
県
連
新
役
員
が
決
定

令
和
７
年
度
県
連
新
役
員
が
決
定
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（
敬
称
略
）

令
和
７
年
度

「
学
校
の
光
景
」

　
４
月
下
旬
、
前
後
援
会
長
さ
ん
に

「
こ
の
１
年
、
週
に
１
回
は
会
っ
て

い
ま
し
た
よ
ね
。」
と
話
し
か
け
た

ら「
い
や
あ
、２
回
ぐ
ら
い
か
な
あ
」

と
返
事
。
佐
工
で
は
保
護
者
さ
ん
に

は
無
理
せ
ず
可
能
な
範
囲
で
関
わ
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
る
。
し
か
し
、
前
会
長
さ
ん
の
場

合
、
そ
れ
以
外
に
運
動
部
の
３
年
保

護
者
と
し
て
部
の
活
動
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
。
国
ス
ポ
・
全
国
大
会
、

遠
征
や
土
日
の
通
常
練
習
な
ど
で
言

葉
を
交
わ
し
た
の
は
週
２
回
を
超
え

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
週
末
の
佐
工
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

例
え
ば
、
ラ
グ
ビ
ー
の
場
合
、
地
元

は
も
と
よ
り
、
関
東
・
関
西
・
沖
縄

な
ど
各
地
か
ら
保
護
者
さ
ん
が
練
習

等
の
応
援
に
来
校
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

　

そ
ん
な
時
、
部
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
爆
上
が
り
で
あ
る
。

　
他
の
部
活
動
、
例
え
ば
、
電
気
工

事
や
木
材
加
工
、
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
な

ど
の
大
会
で
も
保
護
者
さ
ん
と
挨
拶

を
交
わ
す
こ
と
が
あ
る
。

　
試
合
や
競
技
の
前
に
よ
く
部
員
を

激
励
す
る
が
、「
自
分
の
た
め
に
」

と
か
「
指
導
者
へ
の
恩
返
し
」
と
か

よ
り
も
「
応
援
し
て
く
れ
た
保
護
者

等
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
」
と
言
う

と
き
の
反
応
が
圧
倒
的
に
い
い
。

　
３
年
（
定
時
制
４
年
）
程
の
高
校

生
活
の
間
、
親
子
に
は
心
で
共
有
し

て
い
る
目
標
や
未
来
が
あ
る
。
週
２

回
も
会
っ
て
い
る
と
、
親
子
固
有
の

思
い
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
今
年
も
ま
た
、
地
元
や
遠
方
の
皆

さ
ん
と
の
接
点
が
あ
る
こ
と
を
有
難

く
感
じ
て
い
る
。

�

佐
賀
工
業
高
等
学
校　
　
　
　
　

�

校
長　
原
口　
哲
哉

  

令
和
７
年
度   

通
常
総
会

  

議　
　
事

一�　

令
和
６
年
度
事
業
並
び
に
決

算
・
監
査
報
告

　
事
業
及
び
会
務
報
告
の
後
、決
算・

監
査
の
報
告
を
行
う
。

収
入�

１
５
１
７
万
１
９
９
９
円

支
出�

１
３
４
８
万
４
３
１
６
円

差
引�

１
６
８
万
７
６
８
３
円

�

（
次
年
度
へ
繰
越
）

　
佐
賀
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
６
月
６
日
（
金
）、
佐
賀
市
の
「
グ
ラ

ン
デ
は
が
く
れ
」
で
令
和
７
年
度
「
通
常
総
会
」
を
会
員
各
位
の
出
席
の
も
と
、

来
賓
に
佐
賀
県
教
育
委
員
会
教
育
長
・
甲
斐
直
美
様
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
、
決
算
・
監
査
報
告
の
後
、
役
員
改
選
を

行
い
、
八
年
間
の
長
き
に
渡
り
、
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
て
き
た
西
岡
豊
前
会
長
に
代
わ
り
、
新
た
に
森
田
徹
会
長
（
佐
賀
東
高
校

後
援
会
会
長
）
が
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
案
、
会
計

予
算
案
な
ど
を
協
議
し
、
提
案
ど
お
り
に
可
決
し
た
。
会
の
後
半
に
は
、
公
益

財
団
法
人
日
本
Ａ
Ｅ
Ｄ
財
団
の
理
事
で
あ
る
桐
淵
博
氏
を
お
招
き
し
、「
子
ど

も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
～
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
と
小
学
校
か
ら
の
救
命
教

育
の
推
進
～
」
の
演
題
で
講
演
を
行
っ
た
。

◎
功
労
者
表
彰

香
楠
中
・
鳥
栖

宮
原
美
苗
江

三
養
基

鶴　
恵
美
子

小　
　

城

中
村　
涼
子

伊 

万 

里

原　
祐
一
郎

武　
　

雄

中
川
内　
昇

白　
　

石

川
﨑　
博
之

高 

志 

館

谷
口　
紀
彦

伊
万
里
実

前
田　
良
二

佐
賀
農
業

菰
田　
耕
介

鳥
栖
工
業

小
原
木
裕
之

鳥
工（
定
）

井
上　
三
明

鳥
栖
商
業

古
村　
克
則

佐
賀
商
業

西
岡　
　
豊

牛　
　

津

七
浦
奈
緒
美

神
埼
清
明

岩
橋　
信
明

嬉　
　

野

小
林　
由
枝

盲
学
校

世
戸　
亜
希

佐
賀
学
園

梶
原　
紳
一

敬　
　

徳

幸
島　
和
彦

早
稲
田
佐
賀

向
谷　
　
一

◎
感
謝
状
贈
呈

神　
　

埼

南　
　
祐
司

多　
　

久

野
田　
勝
人

伊
万
里
実

前
田　
良
二

嬉　
　

野

小
林　
由
枝

致 

遠 

館

野
中
千
寿
子

牛　
　

津

江
頭
か
お
り

敬　
　

徳

幸
島　
和
彦

北　
　

陵

北
村　
　
舞

佐 

賀 

西

野
田　
　
亮

佐
賀
商
業

池
田　
　
勝

龍　
　

谷

吉
松　
幸
宏

神　
　

埼

荒
木　
信
幸

多　
　

久

大
島　
安
博

伊
万
里
実

牧
瀬　
省
吾

嬉　
　

野

原　
　
美
和

神
埼
清
明

岩
橋　
信
明

唐 

津 

南

伊
東　
和
美

有
田
工
業

筒
井　
槙
子

顧　
　

問

小
出　
邦
彦

会　
長

森
田　
　
徹

佐  

賀  

東

会　
長

○
調
査
広
報

理　
事

友
田
香
将
雄

鹿　
　
島

〃

○
総　
　
務

副
会
長

川
代　
勇
一

佐  

賀  

商

〃

　
進
路
対
策

〃

谷
川　
靖
夫
早
稲
田
佐
賀

〃

　
総　
　
務

〃

小
山　
辰
己

神
埼
清
明

〃

　
調
査
広
報

〃

川
代　
勇
一

佐  

賀  

商

〃

　
進
路
対
策

〃

西
村　
博
幸

北　
　
陵

〃

　
健
全
育
成

〃

笹
谷
留
里
子

佐  

賀  

西

校　
長
　
総　
　
務

〃

中
西　
裕
一

唐  

津  

商

〃

〇
進
路
対
策

〃

原
口　
哲
哉

佐  

賀  

工

〃

　
総　
　
務

〃

犬
塚　
直
弘

敬　
　
徳

〃

○
健
全
育
成

〃

北
島　
寿
人

佐  

賀  

東

〃

◇
調
査
広
報

〃

友
田
香
将
雄

鹿　
　
島

〃

○
総　
　
務

〃

青
木　
勝
彦

佐
賀
学
園

〃

　
進
路
対
策

〃

宮
園　
幸
子

佐  

賀  

西

副
会
長
　
総　
　
務

〃

尊
田　
益
弘

神
埼
清
明

〃

　
調
査
広
報

〃

小
野　
美
香

致  

遠  

館

〃

　
調
査
広
報

〃

副
島　
政
史

北　
　
陵

〃

　
健
全
育
成

〃

原
口　
哲
哉

佐  

賀  

工

校　
長
　
総　
　
務

〃

山
下　
哲
司

唐  

津  

商

〃

◇
進
路
対
策

理　
事

小
山　
辰
己

神
埼
清
明

会　
長
　
調
査
広
報

〃

福
井　
宏
和

敬　
　
徳

〃

◇
健
全
育
成

〃

西
村　
博
幸

北　
　
陵

〃

　
健
全
育
成

〃

北
村　
昭
彦

鹿　
　
島

〃

◇
総　
　
務

〃

小
林　
文
彦

弘  

学  

館

〃

　
進
路
対
策

監　
事

亀
山　
博
史

鳥  
栖  
商

会　
長

〃

中
西　
裕
一

唐  

津  

商

〃

○
進
路
対
策

〃

福
郷　
幸
子

厳　
　
木

〃

〃

犬
塚　
直
弘

敬　
　
徳

〃

○
健
全
育
成

〃

坂
口　
百
恵

白　
　
石

〃

〃

多
久
島
春
喜

武　
　
雄

〃

　
健
全
育
成

顧　
問

西
岡　
　
豊
（
佐
高
Ｐ
連
前
会
長
）

二　
役
員
改
選

　

会
長
に
新
し
く
森
田
徹
氏
が
就

任
。
副
会
長
、
理
事
、
監
事
共
に
左

表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

三�　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
・
予

算
案
審
議

　

事
業
に
つ
い
て
は
例
年
ど
お
り
、

佐
高
Ｐ
連
の
地
区
別
指
導
者
研
修
会

を
全
地
区
（
５
地
区
）
開
催
予
定
で

準
備
を
進
め
、
新
聞
も
９
月
と
１
月

の
２
回
発
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

主
な
事
業
計
画
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

①
通
常
総
会　
６
月
６
日
（
金
）

　
　
「
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
」

②
第
69
回
九
州
高
Ｐ
連
大
会

　
　
「
沖
縄
大
会
」
宜
野
湾
市
で
開
催

　
　
６
月
20
日
（
金
）

③
第
74
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

　
　
「
三
重
大
会
」
津
市
で
開
催

　
　
８
月
21
日
（
木
）
～
22
日
（
金
）

④
地
区
別
指
導
者
研
修
会

▽
杵
西
地
区　
10
月
17
日
（
金
）

　
　
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
三
神
地
区　
10
月
31
日
（
金
）

　
　
神
埼
市
中
央
公
民
館

▽
佐
城
地
区　
11
月
５
日
（
水
）

　
　
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ

▽
鹿
藤
地
区　
11
月
20
日
（
木
）

　
　
企
業
見
学
会

▽
唐
松
地
区　
12
月
４
日
（
木
）

　
　
唐
津
市
文
化
体
育
館

ご
挨
拶

　
こ
の
た
び
、
令
和
７
年
６
月
の
総

会
に
て
御
承
認
を
い
た
だ
き
、
佐
賀

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
森
田
で
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
座
右
の

銘
に
し
て
お
り
ま
す
『
開
拓
者
精
神

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）』
に

て
拓
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
役
員
一

同
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
地
域
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
の
環
境
を
よ
り
良
く
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
と
先
生
方
が
と
も
に
学
び
合

い
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
と
支
え

合
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
、
一
歩

ず
つ
前
に
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
佐
賀
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和７年度 佐賀県高等学校ＰＴＡ連合会新役員（会長・副会長）

森田　徹 新会長

講演「子どもたちの命を守るために」
桐淵　博 氏

西岡　豊前会長に
功労者表彰状の贈呈
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佐
賀
女
子
短
期
大
学
付
属
佐
賀
女
子
高
等
学
校
後
援
会

佐
賀
女
子
短
期
大
学
付
属
佐
賀
女
子
高
等
学
校
後
援
会

佐賀女子高校
嬉  野  高  校

中村　涼子 氏
世戸　亜希 氏

国国

多
久
高
等
学
校
教
育
後
援
会

多
久
高
等
学
校
教
育
後
援
会

唐
津
商
業
高
等
学
校
教
育
振
興
会

唐
津
商
業
高
等
学
校
教
育
振
興
会

嬉
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

嬉
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

多  久  高  校
唐津商業高校

前田　良二 氏
小林　由枝 氏

　
令
和
７
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
唐
津
工
業
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
熱
心
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
評
価
さ

れ
、
全
国
高
Ｐ
連
大
会
三
重
大
会
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

嬉
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

前
会
長  

小
林
　
由
枝  

氏

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
を
一
本
化
し
た
２
年

目
と
な
る
年
に
就
任
し
、
ま
だ
課
題

が
残
る
中
、
会
長
と
し
て
役
員
や
評

議
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

意
見
交
換
の
場
づ
く
り
な
ど
改
善
を

図
っ
た
。
会
議
で
は
会
長
と
し
て
、

自
身
の
考
え
や
信
念
を
伝
え
、
よ
い

良
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
づ
く
り
に
尽
力

し
た
。（
前
県
連
副
会
長
・
九
州
高

Ｐ
連
総
務
委
員
）

伊
万
里
実
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

前
会
長  

前
田
　
良
二  

氏

　

任
期
中
、
教
育
の
充
実
と
生
徒
の

健
全
な
育
成
を
目
的
に
、
挨
拶
運
動

や
広
報
誌
発
行
、Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
等
、

生
徒
の
学
校
生
活
を
見
守
り
な
が
ら

活
動
に
尽
力
し
た
。
令
和
６
年
度
に

は
、
杵
西
地
区
連
絡
協
議
会
の
会
長

と
し
て
地
区
を
取
り
ま
と
め
、
活
気

を
与
え
つ
つ
親
睦
を
深
め
た
。（
前

県
連
副
会
長
・
九
州
高
Ｐ
連
健
全
育

成
委
員
）

盲
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

前
会
長  

世
戸
　
亜
希  

氏

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
10
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
幼
児
児
童
生
徒
そ
し
て

保
護
者
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に

献
身
的
に
尽
く
し
た
。
視
覚
障
害
に

つ
い
て
学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
の
推
進

や
、
よ
り
よ
い
支
援
を
求
め
て
の
行

政
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
そ
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
熱
意
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
模
範
と
な
っ
た
。

　
教
育
振
興
会
は
、
体
育
祭
で
の
熱

中
症
対
策
の
支
援
を
行
い
、
文
化
祭

で
は
、
開
催
前
日
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
企

画
と
し
て
花
火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど

思
い
出
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。
冬
の

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
は
、
豚
汁
振
る
舞

　
教
育
後
援
会
で
は
、
開
校
記
念
遠

足
時
の
生
徒
一
人
一
人
へ
の
飲
み
物

の
手
渡
し
、
学
校
祭
で
の
バ
ザ
ー
出

店
、
３
年
生
を
元
気
に
送
る
会
で
の

豚
汁
提
供
等
々
、
様
々
な
活
動
の
中

で
、
互
い
に
感
謝
し
あ
う
気
持
ち
を

育
み
、「
心
の
教
育
」
を
展
開
し
て

い
る
。

　
後
援
会
は
、
学
校
と
密
接
な
連
携

を
保
ち
、
教
育
に
関
し
有
力
な
助
言

を
す
る
な
ど
、
学
校
発
展
の
た
め
に

支
援
を
し
て
い
る
。

　

九
州
・
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
大
会
に
も
後
援
会
役
員
が
参
加

し
、
ま
た
、
体
育
祭
・
文
化
発
表
会

で
は
多
く
の
評
議
員
の
方
が
バ
ザ
ー

に
参
加
す
る
な
ど
、
保
護
者
・
生
徒
・

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
評
議
員
会
を
中
心
に

総
務
・
生
活
・
広
報
の
３
部
会
が
、

朝
の
挨
拶
運
動
、学
校
行
事
支
援（
体

育
祭
、
文
化
祭
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な

ど
）、
広
報
誌
発
行
等
の
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
、
生
徒
の
健
全
な
育

成
と
学
校
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。民
主
的
な
運
営
体
制
の
も
と
、

会
員
が
意
見
を
出
し
合
い
、
主
体
的

に
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
等
は
、
九
州
・
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
に
意
欲
的
に
参
加

し
よ
り
よ
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
な
げ

る
よ
う
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
。

小
城
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

前
会
長  

中
村
　
涼
子  

氏

　
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
第
一
に

考
え
、
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
会
長

や
顧
問
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
３
年
間
務
め
た
。

　

第
68
回
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
熊
本
大
会
第
２
分
科
会
に

て
県
の
代
表
と
し
て
「
全
て
の
生
徒

が
過
ご
し
や
す
く
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い
参
加
者
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

・
致
遠
館　
「
飛
躍
」

・
小　
城　
「
小
城
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
」

・
唐
津
西　
「
ま
つ
ら
」

・
伊
万
里　
「
笹
尾
台
の
風
」

・
武
雄
青
陵
中　
「
若
葉
」

・
鹿　
島　
「
蒼
天
」

・
太　
良　
「
蒼
穹
」

・
高
志
館　
「
瀬
の
音
」

・
伊
万
里
実
業　
「
な
ご
実
」

・
佐
賀
農　
「
大
地
」

・
佐
賀
工　
「
か
け
は
し
」

・
有
田
工　
「
有
薫
」

・
鳥
栖
商　
「
飛
翔
」

・
佐
賀
商　
「
恒
星
」

・
唐
津
商　
「
桐
庭
」

・
神
埼
清
明　
「
生
命
」

・
盲
学
校　
「Pica pica

」

・
早
稲
田
佐
賀　
「
唐
津
の
風
」

優
良
賞
（
２
校
）

　
佐
賀
西
高
等
学
校
後
援
会

　
「
薫 

楠
」
※
10
年
連
続
入
賞

　
三
養
基
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
「
三
養
基
」
※
初
入
賞

佐
賀
県
高
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
（
５
校
）

※�

九
高
Ｐ
連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
県
代
表

佐
賀
西
高
等
学
校
後
援
会

　
　
「
薫  

楠
」　

　
三
養
基
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
「
三
養
基
」  

　
唐
津
西
高
等
学
校
振
興
会

　
　
「
ま
つ
ら
」

　
佐
賀
農
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
「
大
地
」

　
佐
賀
商
業
高
等
学
校
後
援
会

　
　
「
恒
星
」

審
査
員
特
別
賞
（
１
校
）

　
盲
学
校

　
　
「Pica　

pica

」

佐
賀
県
参
加
校

・
三
養
基　
「
三
養
基
」

・
神　
埼　
「
か
ち
が
ら
す
」

・
佐
賀
東　
「
東
風
」

・
佐
賀
西　
「
薫
楠
」

・
佐
賀
北　
「
朝
の
風
」

教
職
員
が
一
つ
と
な
っ
た
学
校
運
営

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

い
会
、
朝
の
挨
拶
運
動
等
を
実
施
し

た
。
広
報
紙
は
年
２
回
発
行
し
情
報

共
有
に
努
め
た
。

学問の楽しさ　Recurrent　Education
2026 年４月に開設予定の武雄アジア大学は、「学問の楽しさ」を
届ける目的で一般向けの市民講座が開講
されています。
大学開設までの期間は、大学での講座のイ
メージを持ってもらう目的でプレ講座が
月１回程度実施されています。
参加無料、申込不要です。　詳しくはＱＲコードでご確認ください。
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頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!

“
も
の
づ
く
り
か
ら
人
づ
く
り
そ
し
て

地
域
づ
く
り
”を
目
指
し
て
北
陵
高
等
学
校

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
汲
ん
だ
活
動
を
！

神
埼
清
明
高
等
学
校

第
69
回
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

『
語
や
び
ら
』
沖
縄
大
会
（
６
月
19
・
20
日
）

  

第
74
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

　
　
　
　
三
重
大
会(

８
月
21
・
22
日)

　
北
陵
高
校
は
、
昭
和
30
年
４
月
に

開
校
し
、
令
和
７
年
度
（
昭
和

１
０
０
年
）
に
は
70
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
北
陵
高
校
と
し
て
、

電
気
情
報
科
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、

交
通
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
活
教
養
科
の

４
学
科
に
再
編
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

令
和
８
年
度
に
は
、
時
代
の
趨
勢
に

応
じ
た
専
門
知
識
や
技
能
を
深
め
る

た
め
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
た

Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス
を
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
科
へ

と
拡
大
し
、
生
活
教
養
科
を
福
祉
・

こ
ど
も
・
フ
ー
ド
の
３
コ
ー
ス
に
分

け
、
専
門
教
育
の
刷
新
と
地
域
社
会

や
産
業
界
が
望
む
人
材
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
教
育
活
動
の
中
、
保

護
者
の
後
援
会
活
動
で
は
10
月
・
11

月
の
体
育
大
会
・
文
化
祭
で
の
後
援

会
バ
ザ
ー
や
12
月
に
保
護
者
相
互
や

教
職
員
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の

県
外
等
へ
の
研
修
会
（
30
人
程
度
）

を
実
施
す
る
な
ど
、
保
護
者
間
や
教

職
員
と
の
距
離
が
近
く
な
り
、
相
互

理
解
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
学
期

末
毎
に
高
木
瀬
地
区
の
通
学
路
清
掃

や
独
居
老
人
宅
へ
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
草
む
し
り
、
エ
ア
コ
ン
・

窓
掃
除
等
）
で
地
域
貢
献
に
寄
与
し
、

地
域
か
ら
応
援
さ
れ
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
神
埼
清
明
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
文
化

祭
で
全
校
生
徒
に
カ
レ
ー
を
提
供
す

る
の
が
恒
例
で
し
た
。
と
て
も
好
評

だ
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
た
め
飲
食
の
提
供
を
控
え
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

熱
中
症
対
策
を
兼
ね
、
文
化
祭
で
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
印
刷
し
た
う
ち
わ
を
、

体
育
祭
で
は
タ
オ
ル
と
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
は
文
化
祭
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
導
入
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。
全

校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
つ
い
に
豚
汁

の
提
供
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
写
真
①
）

　

今
年
度
の
清
明
祭
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
と
生
徒
会
執
行
部
の
懇
談
会
を

開
き
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
聞
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
様
々
な
要
望

が
出
て
き
た
中
に
「
体
育
祭
の
タ
オ

ル
や
ド
リ
ン
ク
は
自
分
た
ち
で
準
備

で
き
る
の
で
、
み
ん
な
で
同
じ
ウ
エ

ア
を
作
っ
て
着
た
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
叶
え
る
た

め
に
現
在
、
生
徒
会
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
生

　

第
74
回
全
国
高
Ｐ
連
三
重
大
会
は
、

８
月
21
日
（
木
）
に
、
全
国
各
地
か

ら
約
６
千
名
の
会
員
が
参
加
し
、
津

市
の
津
市
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
幕
し

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
三
重
県
立
四
日
市
商
業

高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
部

に
よ
る
、
会
場
を
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
み
込
む
演
奏
で
幕
を
開
け
、
大

　

第
69
回
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会
「『
語
や
び
ら
』
沖

縄
大
会
」
は
、
６
月
19
日
（
木
）・

20
日
（
金
）
の
２
日
間
、
那
覇
市
内

の
ホ
テ
ル
と
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

佐
賀
県
か
ら
は
１
２
６
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
ホ
テ
ル
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
に
お
い
て
、
全
体
会
、
４
委

員
会
、
理
事
会
・
総
会
を
行
っ
た
後
、

翌
日
の
大
会
の
運
営
打
合
せ
会
が
あ

り
、
森
田
会
長
を
始
め
、
県
連
の
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
の
午
前
中
は
、
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

３
つ
の
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
分
科
会
で
は
、
厳
木
高
等
学
校

教
育
振
興
会
の
松
田
弘
衣
顧
問
（
前

会
長
）
に
「
厳
木
高
校
生
徒
の
活
動

を
通
し
て
～
厳
木
駅
か
ら
始
ま
る
地

域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
４
面
参
照
）

　

午
後
は
、
沖
縄
県
立
前
原
高
等
学

校
の
空
手
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
後
、
開
会
式
、
記
念
講
演
、
閉

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
琉
球
大
学
教
授

の
上
間
陽
子
先
生
か
ら
「
沖
縄
の
貧

困
と
ト
ラ
ウ
マ
～
10
代
の
マ
マ
た
ち

の
施
設
お
に
わ
の
事
例
か
ら
～
」
と

い
う
演
題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
沖
縄
県
杉
本
会
長

か
ら
次
期
開
催
県
の
福
岡
県
の
榎
本
会

長
に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

会
実
行
委
員
長
の
挨
拶
な
ど
の
開
会

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
佐
賀
県
か
ら
は
唐

津
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
大
会

会
長
表
彰
の
優
秀
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
、
嬉
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び

佐
賀
女
子
高
等
学
校
後
援
会
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
功
労
者
表

彰
で
は
、
小
城
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

中
村
涼
子
元
会
長
と
盲
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
世
戸
亜
希
前
会
長
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
４
つ
の
分
科
会
が

会
場
ご
と
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
内
容
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

熱
心
に
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
の
８
月
22
日
（
金
）
は
、

映
像
放
映
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
後
、
井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
中
島 

伸
子

さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
来
年
度
の
開
催
県

で
あ
る
大
分
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
へ
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

徒
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
カ
ッ
コ
い
い
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
で
き
そ
う
で
す
。（
写
真
②
）

　

梅
雨
明
け
か
ら
行
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
あ

い
さ
つ
運
動
に
は
役
員
を
中
心
に
都

合
の
つ
く
保
護
者
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
登
校
し
て
く
る
生
徒

と
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と

で
、
お
互
い
に
元
気
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。（
写
真
③
）

　

今
後
も
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

写真①

写真②

写真③
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第１分科会
厳木高校生との活動を通して
～厳木駅から始まる地域づくり

佐賀県立厳木高等学校

教育振興会　松田　弘衣

九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

「『
語
や
び
ら
』
沖
縄
大
会
」（
発
表
概
要
）

　

私
は
、「
和
顔
愛
語
」
と
い
う
言

葉
が
と
て
も
好
き
で
す
。
和
顔
と
は
、

穏
や
か
で
柔
和
な
表
情
、
他
人
を
思

い
や
る
時
の
に
こ
や
か
な
顔
つ
き
の

こ
と
で
す
。
愛
語
と
は
、
相
手
を
思

い
や
る
優
し
い
言
葉
、
慈
し
み
の
想

い
を
込
め
て
語
る
言
葉
で
す
。
こ
の

「
和
顔
愛
語
」
を
実
践
す
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
良
好
な
人
間
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

常
に
他
人
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
、
他

人
を
思
い
や
る
言
葉
を
心
掛
け
る
こ

と
で
、
自
ら
が
周
囲
の
人
か
ら
受
け

入
れ
ら
れ
、
認
め
ら
れ
る
存
在
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
だ
け
で
な
く

周
囲
の
人
と
一
緒
に
本
当
の
幸
せ
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
得
ら

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
周
囲
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と

が
自
ら
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
を
専
門
高
校
で
あ
る
商
業
高
校

で
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で「
働

く
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
確
認

し
て
い
ま
す
。
生
徒
達
は
、
働
く
目

的
は
、
生
業
と
し
て
職
業
に
就
き
、

生
計
を
立
て
る
こ
と
だ
と
は
理
解
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
最

も
大
切
な
働
く
目
的
は
、「
誰
か
の

た
め
、
誰
か
の
笑
顔
を
見
る
た
め
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に

別
の
表
現
で
い
う
と
、
誰
か
の
人
生

に
関
わ
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
自
分

が
良
い
記
憶
の
中
の
一
人
で
あ
り
た

い
、
自
分
と
の
良
い
思
い
出
を
た
く

さ
ん
作
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
働
い
て
い
る
ほ
と
ん
ど

の
人
か
ら
共
感
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
か

の
た
め
に
と
い
う
目
的
を
持
つ
こ
と

の
ほ
う
が
、
仕
事
は
楽
し
い
し
、
成

果
も
大
き
い
も
の
が
得
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
他
人
の
幸
せ
が
自
ら
の
幸
せ

に
な
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。「
和
顔
愛
語
」
を
実
践
す
る

こ
と
は
、「
働
く
こ
と
の
目
的
」
を

具
体
的
に
体
感
で
き
る
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
々
の
生
活
に

お
い
て
、
和
顔
愛
語
を
実
践
し
続
け

る
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
今
ま
で
、
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
時
、
人
間
関
係
に

悩
む
時
、
日
頃
の
忙
し
さ
や
ス
ト
レ

ス
に
追
わ
れ
、
苛
立
ち
怒
り
を
流
せ

な
い
時
に
、
和
や
か
な
笑
顔
を
保
つ

こ
と
や
優
し
い
言
葉
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
ず
、
表
情
が
硬
く
な
り
眉
間

に
し
わ
が
寄
り
、
周
囲
の
人
に
近
寄

り
が
た
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
結
果
、
ど
ん
ど
ん
視
野
が
狭
く
な

り
、
大
局
的
視
点
に
立
っ
た
判
断
や

行
動
が
と
れ
ず
、
良
好
な
人
間
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
行

き
詰
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

周
囲
の
人
に
と
っ
て
自
分
が
良
い
記

憶
の
中
の
一
人
に
な
れ
る
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
、
必
要

だ
な
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
の
が
、「
心

の
し
な
や
か
さ
」で
す
。「
し
な
や
か
」

と
は
、
弾
力
が
あ
っ
て
曲
が
っ
て
も

決
し
て
折
れ
な
い
柔
軟
性
で
す
。「
心

の
し
な
や
か
さ
」
と
は
、
揺
ら
い
で

も
必
ず
早
期
に
立
ち
直
る
精
神
力
・

回
復
力
、
臨
機
応
変
様
々
な
変
化
に

対
応
で
き
る
心
の
芯
の
強
さ
の
こ
と

で
す
。
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
し
て
も
人
と
人
を
つ

な
ぐ
の
は
心
で
す
。「
心
の
し
な
や

１　
厳
木
高
校
概
要

　

厳
木
高
校
は
、「
総
合
評
価
枠
」
と
、

不
登
校
経
験
が
あ
る
生
徒
、
発
達
障

害
の
あ
る
生
徒
、
高
等
学
校
中
途
退

学
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
「
重

点
評
価
枠
」
を
設
置
し
、
少
人
数
制

の
授
業
や
高
校
に
お
け
る
通
級
指
導

（
Ｓ
Ｇ
Ｔ
）
な
ど
、
様
々
な
個
性
や

特
性
を
持
つ
生
徒
が
活
躍
で
き
る
学

校
で
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
に
お
い

て
も
「
学
び
直
し
」
の
為
の
基
礎
科

目
か
ら
、
商
業
系
の
資
格
取
得
が
で

き
る
科
目
、
農
業
や
地
域
で
の
体
験

活
動
等
の
教
養
科
目
が
選
択
で
き
、

生
徒
の
多
様
な
興
味
関
心
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
、
中
学
校
で
ほ
と
ん
ど
不
登
校

だ
っ
た
生
徒
が
本
校
で
学
び
直
し
、

学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
、
四
年
制
大

　

８
月
下
旬
に
は
、
地
元
の
任
意
団

体
主
催
の
「
厳
木
駅
レ
ト
ロ
な
土
曜

夜
市
」
に
参
加
し
、
実
際
の
駅
活
用

を
体
験
。
そ
の
後
徐
々
に
、
唐
津
市

に
よ
る
公
衆
ト
イ
レ
の
修
繕
や
、
Ｊ

Ｒ
に
よ
る
元
ギ
ャ
ラ
リ
ー
天
井
の
雨

漏
り
の
修
繕
な
ど
、
長
年
放
置
さ
れ

て
い
た
駅
環
境
に
改
善
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
佐
賀
県
主
催
の
企
画

コ
ン
テ
ス
ト
「
企
画
甲
子
園
」
に
厳

木
駅
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

初
応
募
し
、
見
事
、
審
査
員
特
別
賞

の
「
未
来
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
翌
年
１
月
に
は
「
寒
さ
を

し
の
ぐ
た
め
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
放

す
る
」
と
い
う
目
的
を
達
成
。
県
の

補
助
金
も
活
用
し
て
テ
ー
ブ
ル
と
ベ

ン
チ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ト
も
設
置
す
る
な

「
和
顔
愛
語
」

�

唐
津
商
業
高
等
学
校
校
長　
　

�

山
下　
哲
司

か
さ
」を
育
む
こ
と
で
、「
和
顔
愛
語
」

を
継
続
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
、

良
好
な
人
間
関
係
を
築
き
、
周
り
の

人
々
と
共
に
本
当
の
意
味
で
の
幸
せ

を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、「
和
顔
愛
語
」
を
実
践

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ど
、
一
気
に
環
境
改
善
が
叶
い
、
現

在
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
鍵
を
高
校
で
管

理
し
、
平
日
の
夕
方
は
待
合
所
兼
憩

い
の
場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

３　
地
域
と
の
連
携
～
無
人
駅
活
用

を
全
国
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
へ
～

　

新
年
度
ご
と
に
担
当
の
先
生
や
役

員
、
関
わ
る
生
徒
も
変
わ
る
中
、『
厳

木
駅
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
伝
統

文
化
の
よ
う
に
継
続
す
る
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
昨
年
、

六
月
二
日
（
む
じ
ん
）
を
語
呂
合
わ

せ
で
「
無
人
駅
の
日
」
と
設
定
し
、

1
人
で
も
多
く
の
生
徒
保
護
者
に
、

厳
木
駅
で
楽
し
み
な
が
ら
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
無
人
駅
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、

現
在
は
地
域
連
携
担
当
の
先
生
の
呼

び
か
け
で
、
新
た
に
厳
木
駅
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、

駅
環
境
改
善
及
び
無
人
駅
活
用
に
向

け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
い
ま

す
。今
後
も『
厳
木
駅
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
を
継
続
し
、
い
ず
れ
は
無
人

駅
活
用
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
れ
た

ら
と
、
大
き
な
目
標
も
掲
げ
て
い
ま

す
。
多
様
な
子
ど
も
達
が
集
ま
る
本

校
で
、
地
域
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
と
て
も
大
切
な
体
験
学
習
と
捉

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
が
関

わ
る
こ
と
で
意
欲
も
高
ま
る
な
ど
、

関
わ
る
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
『
厳
木
駅
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
関
わ
る
生
徒
た
ち
が
活
動
を

通
し
て
人
と
関
る
楽
し
さ
や
物
事
を

や
り
遂
げ
る
喜
び
を
感
じ
て
く
れ
た

ら
と
願
う
と
同
時
に
、
私
た
ち
も
保

護
者
と
し
て
大
人
と
し
て
、
頑
張
る

子
ど
も
達
を
見
守
り
、
背
中
を
見
せ
、

時
に
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

存
在
で
あ
り
た
い
で
す
。

学
に
合
格
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
県
内
外
の
企
業
に
就
職

し
、
様
々
な
場
所
で
卒
業
生
が
活
躍

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

２　
厳
木
駅
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

本
校
は
Ｊ
Ｒ
厳
木
駅
か
ら
歩
い
て

三
分
。
全
校
生
徒
の
九
割
の
生
徒
が

電
車
通
学
を
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
厳

木
駅
、
実
は
明
治
三
二
年
に
開
業
さ

れ
た
国
内
有
数
の
木
造
駅
舎
で
、
さ

ら
に
駅
舎
東
側
に
あ
る
レ
ン
ガ
造
り

の
給
水
塔
は
大
正
末
期
に
建
設
さ
れ

た
も
の
が
現
存
し
て
お
り
、
駅
舎
と

共
に
厳
木
の
宝
と
し
て
守
り
続
け
た

い
歴
史
的
建
造
物
で
す
。

　

一
方
で
古
い
建
物
の
デ
メ
リ
ッ
ト

は
寒
い
こ
と
。
し
か
も
厳
木
駅
の
待

合
所
は
狭
く
、
冬
は
凍
え
る
寒
さ
の

中
、
外
で
電
車
を
待
つ
生
徒
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
ん
な
状
況
を
変
え
た

い
！
と
い
う
生
徒
の
一
声
か
ら
、
生

徒
会
を
中
心
に
、
私
た
ち
教
育
振
興

会
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
『
厳
木
駅
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
令
和
５
年
５
月

に
ス
タ
ー
ト
。
第
一
の
目
標
は
、
待

合
所
に
併
設
し
て
い
る
元
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
冬
ま
で
に
開
放
し

寒
さ
を
し
の
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
先
ず
は
厳
木
高
校
生

と
保
護
者
、
教
職
員
向
け
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
通
常
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
内
を
専
門
家
と
一
緒
に
視
察

し
、
現
状
を
踏
ま
え
ア
ン
ケ
ー
ト
を

作
成
、
結
果
を
Ｊ
Ｒ
、
県
、
市
の
各

関
係
機
関
へ
提
出
、
報
告
し
ま
し
た
。

厳木駅

初開催の「無人駅の日」は大盛況！

令和７年９月16日� 佐賀県高等学校PTA新聞 第 73 号 ⑷


